
令和７年度「実施計画 兼 まちづくり達成状況報告書」（事務事業点検シート） 

課等名： 高齢福祉課 シート No.： 28-2 作成日： 2026.5/11 

 

① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅱ保健・医療・福祉の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

団塊の世代が 75歳以上となり、高齢化がますま

す進むなか、何らかの支援を必要とする高齢者も

増えています。 

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した

生活を続けられるよう、高齢者自身の能力を最大

限に活かしながら適切な介護予防サービスの利用

につなげることが求められています。 

・要支援者自身の能力を最大限に活かしつつ、そ

の意向を踏まえ、心身の状況等に応じて専門的な

視点から必要な支援を行います。 

・高齢者の実情に応じた多様なサービスを提供で

きるよう取り組みます。 

・介護支援専門員の学習機会を確保し、資質向上

を図ることで、地域の高齢者への支援体制の整備

をすすめます。 

施策の目標 
３誰もが生きがいを持てる

まちづくりを進める 

施策 １高齢者福祉 

施策内容 介護保険制度の適切な運用 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 

常総市高齢者プラン 

（老人福祉計画・第９期介護

保険事業計画） 

事務事業名 高齢者の介護予防 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

介護予防サービス計画 

（R7・8・9） 

介護予防サービスを利用する事業対象者

に対し有資格者がケアプランを作成し、

プランに基づき支援を行います。 

延べ実施数（件） 
3,200 3,250 5,340 

千円 
5,126 

千円 3,670 3,300 

介護予防支援計画書の

作成委託 
（R7・8・9） 

要支援 1、2 の介護予防サービス利用者に

対して実施するケアプランの作成等、一

部業務を指定事業所に委託します。 

延べ委託数（件） 
840 840 5,260 

千円 
5,139 

千円 1,061 840 

介護予防サービス事業 

（R7・8・9） 

介護予防・日常生活支援総合事業の対象

者に対し、訪問型サービス・通所型サー

ビスを提供します。 

延べ実施数（件） 
1,775 1,800 59,427 

千円 
57,862 

千円 2,015 1,850 

高額介護・高額医療合

算介護予防サービス 

（R7・8・9） 

 

要支援者世帯が支払った介護保険と医療

保険の利用者負担額について、限度額超

過分を申請により支給します。 

延べ実施数（件） 
15 15 50 

千円 
32 

千円 13 15 

介護支援専門員研修 
（R7・8・9） 

市内の指定居宅介護支援事業所の介護

支援専門員を対象に研修を行います。 
延べ参加者数（人） 

45 45 40 
千円 

20 
千円 36 45 

主任介護支援専門員 

研修 

（R7・8・9） 

 

市内の指定居宅介護支援事業所の主任介

護支援専門員を対象に研修を行います。 
延べ参加者数（人） 

45 45 90 
千円 

60 
千円 42 45 

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

      
      

千円 
  

千円     

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

認定審査会に継続で申請し

た方のうち、要介護となっ

た方の割合 

50％以下 

（Ｒ８） 
54.50 

ケアプランの作成については、件数増加に

伴う事務量の増大とサービスレベルの維持が

課題でした。今年度は、令和６年度の法改正に

基づき、指定を受けた事業所が介護予防支援

計画書について直接作成できるようになり、

事業所と利用者と常総市地域包括支援センタ

ーが三者契約を締結することで、ケアプラン

の作成に係る事務を分担することができ、事

務の効率化が図れました。現在、１事業所を介

護予防支援事業所として指定しています。 

介護予防・日常生活支援総合事業の見直し

については、次年度からの新しいサービス提

供に備え、実施要綱の改定を行いました。 

☒コスト ☐活動 ☐成果 ☐その他 

今後の方向性 

    
ケアプランの作成については、引き続き件

数の増加が課題となります。事務の効率化だ

けでなく、利用者の状態に応じたサービスの

提供など、介護予防・日常生活支援総合事業の

運用についても改善に取り組みます。 

これに併せて、実施要綱についても引き続

き改定に取り組みます。 

      

      

      

 


